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(57)【要約】
【課題】大規模で集合的なゲームに関し、さまざまな種
類の抽選を催すのに使用され、流通する書類の量を減ら
すこと、参加者が情報を覚えておく必要性を除くこと、
および複数段階の抽選を可能にすることにより、抽選を
催すことが簡単にできる抽選装置を提供する。
【解決手段】当該装置は、番号を有するボール17を備え
る抽出機12と、抽出されたボール17が転がるシュート13
とを含んでいる。抽出機12は、孔を有する少なくとも1
つのドラム6～9を有し、孔を介してボールを無作為に抽
出する能力を備えている。装置は、それ自身に情報キャ
リアが接続されたプロセッサを含み、または、ボール17
をドラム6～9に分配するためのモジュール14に接続され
たマイクロプロセッサを含み、上記モジュール14は、所
与の番号を有するボール17を、プロセッサまたはマイク
ロコントローラの命令に従って、各ドラム6～9に装填す
ることができる。抽出されたボール17が転がるシュート
13は、その端部にRFID読取器19を含んでおり、抽出機12
の各ボール17は、それ自身の内にRFIDタグ20を含んでい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抽選を行う装置であって、番号を持ったボールと、ボールを落とすシュートと、ボール
の落とし孔を有する少なくとも1つのドラムの前記孔を通ってボールが1つずつ無作為に回
収されるようにされている抽出機とを備える抽出装置（ロトロン）と、前記ドラムへの前
記ボールの割り振りをするためのモジュールに関連付けられた付属の記憶媒体を有するプ
ロセッサもしくはマイクロコントローラとを備え、
　前記モジュールは、前記プロセッサまたはマイクロコントローラの命令により、特定の
番号を持つ、番号を付されたボールを、前記ドラムのそれぞれに装填するよう構成されて
おり、前記ボール抽出シュートは、抽出されたボールの内部のRFIDタグを読み出すことの
できるRFID読取器を含んでおり、前記抽出機（ロトロン）の中の前記ボールはそれぞれ、
前記ボールの前記番号に対応するRFIDタグを備えている、装置。
【請求項２】
　前記ボールの割り振りをするためのモジュールは、前記抽出ドラムに対して移動可能で
あり、10個の区分からなっており、前記10個の区分のそれぞれは、0～9の番号を持つ、番
号を付されたボールを装填されており、各区分は水平方向の軸周りに回転可能であり、か
つ、前記ボールの直径よりも大きな孔を備えている、請求項1に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、大規模で集合的なゲームに関するものである。本発明は好適には、異なる種
類の抽選を行うのに使用される。
【背景技術】
【０００２】
　ゲーム「スポーツロト」（非特許文献１）が公知である。このゲームは以下のように行
う。抽出前に、参加者は、特定のゲームに参加するために使用する特別なカードを取得し
、次いで、提案された勝ちとなる数字の組み合わせの変形の少なくとも1つにマークを入
れる。ゲームの払い戻しには、特別なカードを使用するが、それらを送り、保存し、収集
し、処理することが必要である。
【０００３】
　この抽選は、その参加者の権利を制限する点で不評である。これは、抽出処理において
、勝ちとなる番号が、誰も取得していないインデックスに該当する場合があるためである
。そうすると、その特有の番号を有する抽選参加者に加えて、誰も取得していない番号が
抽出に参加し、それにより、ゲームに加わっている者が勝つ見込みが減少する。
【０００４】
　電話による抽選のゲーム方法も公知であり、その場合、抽出前に、ゲームの参加者が、
抽出情報を電話で登録し、かつ、抽出後に参加者を識別するよう設計されたそのコードを
登録し、それに関連して、ゲームの参加者は、繰り返しのない番号からなるインデックス
を登録する（特許文献１）。
【０００５】
　この抽選の欠点は、参加者の権利を制限することである。これは、抽出処理において、
勝ちとなる番号が、誰も取得していないインデックスに該当する場合があるためである。
そうすると、その特有の番号を有する抽選参加者に加えて、誰も取得していない番号が抽
出に参加し、それにより、ゲームに加わっている者が勝つ見込みが減少する。
【０００６】
　抽選後に、ゲームの参加者が抽出情報およびその識別コードを登録するが、数字、アル
ファベット（letters）および他の文字（characters）からなるインデックスは、抽出用
に参加者によって登録されるという、抽選を行う公知のやり方がある（特許文献２）。こ
れは、インデックスが、参加者に関する、または他の目的のために抽選の参加者によって
取得される、特有の識別番号からなっている点で異なっており、参加者は、支払いへの同
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意により、または、実際の支払い物により、その特有の番号を使用して、抽選への参加を
要求する。
【０００７】
　上の抽選の欠点は、参加者の権利を制限することである。これは、抽出処理において、
勝ちとなる番号が、誰も取得していないインデックスに該当する場合があるためである。
そうすると、その特有の番号を有する抽選参加者に加えて、誰も取得していない番号が抽
出に参加し、それにより、ゲームに加わっている者が勝つ見込みが減少する。
【０００８】
　直近の解決法は、抽選を行う方法であって、その参加者が、抽選を行うことについて通
知され、抽選への参加の申し込みを受諾し、抽選の賞の資金が確定され、賞の資金の獲得
および賞の配給が行われる（特許文献３）。これは、抽選参加申し込みの受諾の開始後に
、抽選の参加者が、遠隔通信により、抽選の主催者に、抽選に参加するために少なくとも
1つの申し込みを提出するという点で異なっており、抽選の主催者は、申し込みの受諾お
よび登録を保証し、かつ、電子的な抽選チケットの番号となる、参加者の申し込みに割り
当てられた番号を参加者に通知する。次いで、賞の資金の抽出が行われ、抽選チケットの
勝ちとなる番号を識別する処理が少なくとも2つのラウンドでなされる。
【０００９】
　すなわち、一番目のラウンド中に抽選チケットが、前もって参加者に知らされた規準に
従ってグループに分割され、二番目のラウンド中に、先に分配された抽選チケットグルー
プから少なくとも1つのグループが無作為に選ばれてこのグループの電子的なチケットが
勝ちとなり、次いで、抽選の条件に従って賞が出される。
【００１０】
　1つのラウンドの状況の中で抽選チケットをグループに分割するための条件は、主催者
が参加の申し込みを受け取る時点もしくは電子的な抽選チケットの待ち行列（queue）番
号、または、抽選自体の処理の中で抽選の一人の参加者が提出した参加の申し込みの数で
ある。他のラウンドの条件内の勝ちとなる抽選チケットの少なくとも1つのグループが、
抽出機（ロトロン（lototron））を含む公知の手段により決定される。テレビ、電話、イ
ンターネット、印刷媒体（printed media）が、遠隔通信の手段として使用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】ロシア特許第2053827号明細書
【特許文献２】ユーラシア特許第006282号明細書
【特許文献３】ロシア特許出願公開第RU2010143479号明細書
【非特許文献】
【００１２】
【非特許文献１】ウェブサイト：http://www.stoloto.ru/6x49
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　この抽選の欠点は、参加者が個人化されていないことであり、そのため、犯罪者がチケ
ット登録データベースにアクセスして、勝った参加者を明らかにし、賞を強要するために
、勝ちを認める前に参加者に身体的および精神的な圧力をかけること、または、獲得物を
詐欺師の預金口座へ誘導することが可能となる。
【００１４】
　この方法はまた、勝ちとなる抽選チケットを確定する処理を説明しておらず、抽出装置
（ロトロン）の使用を含めて、上述した条件に従って実施することができない。これは以
下の理由による。ゲームは、決まった数のチケットを含んでいる。待ち行列番号の最初お
よび最後の数字を抽出する際、抽出装置（ロトロン）および他の一般的な方法は0～9のい
ずれかの数字を出す場合があるが、関係する番号の実際の値はこの区間に該当しない可能
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性がある。例えば、抽選に加わっているチケットの総数が34565であるとする。すると4な
いし9の最初の番号と、6ないし9の最後の番号は、抽出装置（ロトロン）によって抽出す
ることができない。その結果、上述した手段の助けにより、勝ちとなるチケットを確定す
ることにより、抽選参加者の権利は制限される。これは、抽出処理において、勝ちとなる
番号が、取得されたチケットに一致しない場合があるからである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の技術的な効果により、処理すべき書類の数を低減することによって、かつ、参
加者が情報を記憶する必要を失くしゲームに参入する処理を容易にすることによって、抽
選を行うことが容易になり、参加者の数が増加し、多段階の抽選を行うことが可能になる
。また、技術的な効果として、取得されなかったチケットをゲームから除くことにより、
抽選の参加者の権利が制限されないようになり、勝つ見込みが増加する。また、抽選チケ
ットを取得した者また抽選チケットを取得してもらった者を除き、別の人物に賞が出され
る可能性を排除する。
【００１６】
　上述した技術的な効果は、以下の装置を通じて達成される。抽選方法を実施する装置は
、番号を持ったボールを備える抽出装置（ロトロン）と、ボールを落とすシュートと、ボ
ール落とし孔を有する少なくとも1つのドラムを有し、前記孔を通ってボールが1つずつ無
作為に回収されるようにされている抽出機と、付属の記憶媒体を有するプロセッサまたは
ドラムへのボールの割り振り用のモジュールに関連付けられたマイクロコントローラとを
備え、前記モジュールは、プロセッサまたはマイクロコントローラの命令により、特定の
番号を持つ、番号を付されたボールを、ドラムのそれぞれに装填するよう構成されており
、ボール抽出シュートは、抽出されたボールの内部のRFIDタグを読み出すことのできるRF
ID読取器を含んでおり、抽出機（ロトロン）の内部のボールはそれぞれ、ボールの番号に
対応するRFIDタグを備えている。
【００１７】
　好ましくは、ボール割り振りモジュールは、抽出ドラムに対して移動するよう構成され
ており、10個の区分からなっており、10個の区分のそれぞれは、0～9の番号を持つ、番号
を付されたボールを装填されており、各区分は水平方向の軸周りに回転可能であり、かつ
、ボールの直径よりも大きな孔を備えている。
【００１８】
　抽選は、参加者が特定の抽出チケットの保持者になるよう行われる。抽出チケットは、
新たに登録された抽出チケットのそれぞれに割り当てられた、単純な連続した番号である
。抽選では、潜在的な参加者は、抽選の主催者のサーバーウェブサイト上で、自分の識別
データを登録しなければならない。ユーザデータは、参加者の申し込みに割り当てられた
番号に相関されなければならず、これは、抽出用の電子的なチケットの番号となる。賞の
資金の抽出は、登録された申し込みの番号の中からだけ行われる。
【００１９】
　ユーザは自分の抽選参加申し込みを提出し、ゲームサイクル用に設定された特定の額の
お金を払うことにより、それを登録する。一人の参加者が取得する抽選チケットの数は制
限されていない。出資の支払い物は民事法の関係となり、参加者は、抽選に加わり、かつ
、勝った場合に賞を要求する資格を与えられる。
【００２０】
　抽出がいくつのレベル（ラウンド）で行われるかで抽選は区別される。これは、各レベ
ル（ラウンド）につき賞の総額が異なることを意味している。例えば、単独のチケット用
の主な抽選用に設計された主な賞の資金については、勝ちの大きさは賞の資金全体の40％
～45％になる場合がある。
【００２１】
　主な賞の資金の抽選後に、残りの賞の資金が、参加者の抽選チケット番号の特別な組み
合わせに基づき、抽出されてもよい。例えば、抽出は、その待ち行列（queue）番号の中
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に少なくとも3つの同一の数1、2、3などを有するチケットを含んでいてもよい。例えば、
抽出が、全部で235567枚のチケットを含んでいる場合、二番目の抽出の勝ちとなる番号は
、装置から出たロット（lotto）ボールに一致する、少なくとも3つの同一の番号を有する
ものとなる。7という数字を有するボールが出たとすると、勝ちとなる番号は777、1777、
2777、…、1777xxとなり、xxは00～67までのいずれかの数字である。これらの勝ちとなる
番号は、賞の資金の残りまたはその一部を分け合い、次いで、1回以上の抽出ラウンドが
類推によって行われる。
【００２２】
　同様に、例えば鉄道または航空チケットといった輸送書類を、それらのシリアルナンバ
ーを使用することにより販売する際に、抽選を行ってもよい。この場合、チケット販売の
時点で、乗客は抽出に参加するという願いを表明し、レジ係は、参加を登録し、かつ、チ
ケット印刷機の助けにより、チケットの待ち行列番号を含めて、チケットの必要な属性を
照会する。この場合、旅行チケットは、旅行チケットとしての直接の目的のために使用し
たのち抽選チケットとしてユーザのもとに残り、賞を請求する根拠となる。
【００２３】
　抽選を行う、本願で請求される方法の利点は、参加の簡単さであり、一方では、参加者
は、参加したいという願いの確定を除いて、情報を記憶する必要も何らかの行動を取る必
要もなく、他方では、このような抽出くじ引きを行うことで、いずれのサービス部門でも
、ユーザに提供される基本的なサービスの魅力および競争力を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】チケット購入の時点でチケット番号を生成する原理を示す図である。
【図２】抽出装置（lototron（ロトロン））で抽出できる、数字の付いたボールを生成す
る原理を示す図である。
【図３】装置の例およびその作動原理を示す図である。
【図４】抽出ボールおよびスロットの構成の例（切断図）を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の装置が、抽選を行うことにどのように適用されるかを説明する。
【００２６】
　図１を参照して、複数のユーザ2が、自分の登録データを入力することにより、サーバ1
上で登録を行う。チケット購入時点で、サーバ1は、申し込みを提出する時点に基づき、
チケット3に番号を割り当てる。番号は、提出された申し込みの待ち行列に基づいて、割
り当てられることになる。提出されたチケット購入申し込みの数は、抽出の組み合わせ変
形の総数に一致する。すなわち、N枚のチケットが購入されている場合、N個の組み合わせ
を有するすべての番号が抽出に参加することになる。
【００２７】
　抽出くじ引きは抽出機12により行われ（図2参照）、これはサンプル装置に基づいて行
われてもよい（図2参照）。プロセッサまたはマイクロコントローラ5が装置12の内部に設
置されている。サーバ1によりデータベースから送信されるデータを保管する情報コント
ローラ4が設置されていてもよく、または、抽出に加わる番号の情報が直接、プロセッサ
もしくはマイクロコントローラ5に提供されてもよい。
【００２８】
　抽出機12の作動の開始は、すべての可能な組み合わせを抽出するのに必要な数字の組み
合わせに依存している。例えば、組み合わせの総数N=ABCDEFについて、A、B、C、D、E、F
が0～9のいずれかの数字である場合、これは、ボールを有する6つのシリンダを装置が振
る（roll）ことになる、という意味である。
【００２９】
　プロセッサまたはマイクロコントローラ5は装填を始動させる。左側のシリンダを最初
として始まり、ここには、0～3の番号を有する6つのボールが装填される。
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　上記装填は、シリンダに沿って動きボール17を装填されている装填モジュール14により
行われてもよい（図3参照）。モジュール14は10の区分に分けられ、その各々は、それぞ
れ0～9の数字の付いたボールを収容している。ボール17をシリンダ6、7、8、9の1つに装
填する必要のある場合、モジュール14は各区分15に近づき、同区分はその軸周りに動いて
ボールの1つを、空洞18を通じて、後者が装填空洞16と連通したときに、シリンダへと降
ろす。
【００３１】
　シリンダがすべての必要な番号を有するすべてのボールを収容している場合、ボールを
回転かつスピンさせる。その結果、例えば図3から分かるように、シリンダ6は、空洞16を
下にして向きを変え、1つのボール17のみがそこに降ろされる。
【００３２】
　シリンダから落下したあと、ボール17は特別な傾いたスロット13に落ち、転がり下って
、RFID読取器19に接触する。各ボール17は内部20に、当該ボール番号に一致したRFIDタグ
を収容している（図4参照）。読取器19がタグ20を始動させると、データがプロセッサ5ま
たはマイクロコントローラに転送される。
【００３３】
　次いで、プロセッサ5またはマイクロコントローラは、次のシリンダに装填されるボー
ルの可能な数字の組み合わせを計算する。続いて、次のシリンダ7に関して、シリンダに
ボールを装填したあと二番目のボールを抽出する操作が、類推により繰り返される。次い
で残りのシリンダ8、9などに関しても行われる。このとき必要であればより大きな番号を
有する勝ちくじを抽出する。抽出の終わりに、ボール17は、手動または自動で、モジュー
ル14に装填しなおされてもよい。
【００３４】
　抽出機（ロトロン）の上記例は、その技術的な実施態様の可能な変更例の1つに過ぎな
い。抽出機は、番号がランダム生成に基づき落ちる電子スクリーンとして実現されてもよ
い。手動でボールを装填および分配する簡単な抽出機も実現可能である。これらの実施態
様の選択肢は、特許請求される方法の範囲にある。
【００３５】
　具体例をあげれば、000001～347853のいずれかの番号の落下に基づき、347853個の組み
合わせが出されることになる。0～3の数字の付いたボールが左のシリンダに装填される。
番号0、1、2が落下した場合、0～9の数字の付いたボールすべてが次のシリンダに装填さ
れる。番号3が落下した場合、0～4の数字の付いたボールのみが次のシリンダに装填され
る。ボールは、類推によって、左から右の順に、残りのシリンダに装填される。このよう
に、各ボールが、6桁の数字の番号の並び全体のために振られる。その結果、000001～347
853の番号内から単独の番号が抽出され、それが勝ちくじとなる。
【００３６】
　以上に説明した方法および装置の使用は制限されず、例えば家族またはクラブレベルで
の抽選中に小規模に、より大きな催しまたはフォーラムで、小売店または展覧会での抽選
で、実施することさえできる。
【００３７】
　小規模の抽選を組織する場合、ユーザは身元の登録を行わなくてもよく、抽選の主催者
から手作業で番号入りのクーポンを手に入れるだけでもよい。主催者はクーポンを、番号
1を有するチケットから始めて、抽選の最後の参加者に発行された番号Nまで、それらに与
えられた条件に基づき分配する。次いで、組織されたものは番号を確かめることになり、
番号Nに基づき、抽出を開始するために、装置に番号が入力されることになる。少数のユ
ーザに対して小規模で行う場合、抽選の主催者は番号Nを、手動で装置のメモリ4に導入し
てもよく、または、それをPCインターフェースを介して送信するようにしてもよい。
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